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プロジェクト損失（営業損失）の見込及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成30年３月期第３四半期累計期間（平成29年４月１日～平成29年12月31日）において、プロジェ

クト損失の見込額を営業損失として計上いたしました。これにより平成29年10月31日に公表した平成30年３月

期（平成29年４月１日～平成30年３月31日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

 

記 

１. プロジェクト損失の内容 

システム開発事業において、不採算プロジェクトが発生しました。プロジェクトの完遂を目指し、人員増

強による体制強化を図り対応することにした結果、計画よりも多額の人件費及び外注費の発生等が見込まれ、

当初の開発予算を大幅に超過する見通しとなりました。 

今後の開発コストを含め見積もった結果、当プロジェクトの損失見込額として２億60百万円（仕掛品の評

価減：１億18百万円、プロジェクト損失引当金：１億41百万円）を営業損失として当第３四半期に計上いた

しました。 

 

２.業績予想の修正 

（１）平成30年３月期通期業績予想の修正（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 8,520 390 410 275 53.21 

今回修正予想（Ｂ） 8,740 212 241 169 32.70 

増減額（Ｂ－Ａ） 220 △178 △169 △106 ― 

増減率（％） 2.6 △45.6 △41.2 △38.5 ― 

 

（２） 修正の理由 

上記を踏まえ業績予想の見直しを行った結果、平成30年３月期通期の業績は、売上高87億40百万円、営業

利益２億12百万円、経常利益２億41百万円、当期純利益１億69百万円と前回予想を修正いたしました。 

 

（注）上記予想値につきましては、当社が現時点で合理的であると判断する一定の条件に基づき作成しており、 

実際の業績は予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 


